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２００９年９月２日
専攻・講座名　物理科学専攻　　　
学年　 博士前期過程　２回生
氏名  　　　　　野村　奈央
今回、第５４回物性若手夏の学校へ参加することにより、多くの経験と知識を得られました。

まず、夏の学校での講義・サブゼミ等では、自分自身の研究分野とは少し違う分野の講師の方々に、その分野の基礎から最先端の研究までをしっかりと学ぶことができました。

講義では、村上洋一先生に「放射光X線を利用した構造物性研究」について基礎からお教えいただきました。私自身は理論研究を行っている立場なので、実験ではどのような研究がなされているのか、また実験系の研究者のあり方などについても初めてしっかりと学ぶことができました。また、自分の研究分野とは全く違うものでしたが、構造物性研究とは何でありＸ線散乱などの実験からどのように解析できるかという基礎的な部分から、共鳴Ｘ線散乱や様々な放射光実験について深く詳しい部分まで、幅広く学ぶことができ、知識が広がりました。特に、地球科学など他分野の研究者との共同研究のお話なども聞くことができ、大変興味深かったです。自身の研究の方法よりもむしろ、対象を見る視点を様々に変えてみること、また他の分野の研究者の考え方などから新たな発見をして、そこから自身の研究にフィードバックさせてみることなど、研究する姿勢を多く学ぶことができ、刺激になりました。
また、サブゼミでは、これからの発展が期待される研究について聴講することができました。宮崎州正先生の「分子の世界の渋滞学 ―ガラス転移の物理―」では、まだ解明されていないガラス転移点について、予測されるその興味深い特徴や、ガラス転移を現在唯一説明できる理論の詳細な説明、そしてこの分野の研究における今後の展望など、学ぶことができました。私たちが一般的に知っているガラスだけでなく、鰹節など、日常の中のあらゆるものがガラスとして分類でき、また、生き物についても、細胞の力学的性質が非常にガラスと似ているということなど、興味深い内容でした。何が新しいのか、何がまだ未解決なのか、どこの部分が最もおもしろいのかなど、非常にわかりやすく説明されていたので、他分野ではあったものの理解することができ、また、久保理論などについてもしっかりと学ぶことができました。
　グループセミナーでは、数名に分かれ、それぞれの研究についての研究発表をしましたが、それぞれ他分野同士での研究発表であったために、研究の詳細な部分のディスカッションよりもむしろ、研究の意義についてや、他分野からの視点でのディスカッションが多くなされました。私自身の発表の際も、根本的な部分に鋭く質問がなされ、そこでのディスカッションをすることで、あらためて研究内容やその背景の理論を見直すことができました。また、他分野の方々の研究発表を聞くことで、最新の研究、また実験方法や理論について多く学ぶことができ、非常に有意義なものとなりました。
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ポスターセッションでは、研究内容だけに注目するのではなく、研究についての膨大な内容をいかにわかりやすくインパクトを持たせてポスターを作っているかなど、発表だけでなくそのような部分も見ることができました。説明の仕方なども、５分程度のポスターを使った説明で、いかに相手を理解させられるかという部分など、説明を聞きながら学ぶことができました。
分科会では、招待講演で最先端の研究や、その他の研究者の研究発表を多く聴いて回ることができました。
　今回、他分野の研究者と話し、違った視点からの意見や最先端の研究について聴くことで、自分自身の研究の意義や方向性について深く考えるきっかけとなりました。また、研究者の持つべき姿勢なども、様々な人と意見を交換することによって、学ぶことができたと思います。

ここで学んだことを、今後の自身の研究及び発表に是非活かしたいと思います。

